
２０２１年３月５日 

米州開発銀行が発行する「サステナブル・ディベロップメント・ボンド」への投資について 

～中南米・カリブ海諸国における自然資源の持続可能な利用に取り組む産業への支援～ 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 根岸 秋男）は、米州開発銀行（以下「ＩＤＢ」、

ムーディーズ：Aaa、スタンダード＆プアーズ：AAA）が発行する「サステナブル・ディベ

ロップメント・ボンド」に投資を決定し、総額１３０百万豪ドル全額を購入しました。本債券

の受け渡しと資金決済が３月５日に完了しましたので、その概要をお知らせします。 

本債券の調達資金は、中南米・カリブ海諸国における自然資源の持続可能な利用に取り組む

産業への支援をはじめ、ＩＤＢが展開する加盟諸国の経済・社会発展のためのプロジェクト

に充当される予定です。ＩＤＢが本プロジェクトを資金使途として発行する債券に、   

本邦金融機関が投資を実行するのは初めての事例となります。 

当社は、「ＥＳＧ投融資方針」（注 1）に則り、資産運用業務においては、国連責任投資原則

（ＰＲＩ）への署名などを通じて、ＥＳＧの観点を投融資の意思決定に組み込むことを推進

しています。引き続き、ＥＳＧ投融資を通じて、持続可能な社会の実現に貢献する資産運用

を行なってまいります。 

【本債券の概要】 

発行体 米州開発銀行（ＩＤＢ） 

発行体概要 ・中南米・カリブ（ＬＡＣ）加盟諸国の経済・社会発展に貢献する

ことを目的として１９５９年に設立。現在の加盟国は４８ヵ国で、

日本は１９７６年にアジアからの唯一の加盟国としてほかの

域外国とともに加盟 

・ＩＤＢの活動を補完しＬＡＣ加盟諸国の民間企業に対する投融資

を行う米州投資公社（ＩＩＣ）、民間投資を促進するため技術

協力や零細・中小企業育成等を行うため設立された多数国間

投資基金（ＭＩＦ）と合わせて米州開発銀行グループを展開 

社債の発行・購入額 １３０百万豪ドル（約１０８億円） 

資金使途 自然遺産の修復、保護、管理や、気象災害対応、森林管理などを   

通じて、 自然資源の持続可能な利用に取り組む産業への融資を

含みます（注 2） 

払込期日 ２０２１年３月５日 

償還期日 ２０３１年３月５日（１０年） 

発行利率<年率> １．５０５％ 

 

（注 1）２０２０年５月２２日付ニュースリリース「ＥＳＧ投融資方針の公表について」

https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/news/release/2020/pdf/20200522_05.pdf  

（注 2）本債券の資金の活用は上記プロジェクトまたはその分野に限定するものではありません 

 

 

 

https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/news/release/2020/pdf/20200522_05.pdf


<米州開発銀行（ＩＤＢ）が取り組むプロジェクト事例> 

■パナマの文化および自然遺産の保護管理支援 

パナマの３つの文化遺産の修復と管理方法の改善、アクセス向上や、４つの自然地区の  

保護、管理方法の改善、財政的持続可能性の向上をめざすプロジェクトです。また、これらを

通して、文化遺産、自然遺産に関連する起業家精神の向上をめざしています。 

プロジェクトの詳細はこちらをご参照下さい。 

＜このプロジェクトに対応するＳＤＧｓ＞ 

        

 

■ベリーズにおける気象災害に対する防災対策 

グローバル気候リスク指数によると、ベリーズは気候変動の影響による自然災害リスクが

最も高い国のひとつです。ベリーズの主な産業のひとつである観光業は、たびたび台風などに

よる多大な被害を受けています。当プロジェクトでは、観光セクターにおける気象災害対応と、

政府の災害リスク管理部門のガバナンスの向上を支援し、持続可能な観光の実現をめざします。

プロジェクトの詳細はこちらをご覧ください。 

＜このプロジェクトに対応するＳＤＧｓ＞ 

        

 

■ホンジュラスにおける持続可能な森林管理プロジェクト 

多くの研究によると、ホンジュラスは最も自然災害リスクの高い国のひとつであり、     

特に森林伐採やそれによるエコシステムの破壊が水害などのリスクを増大させています。

当プロジェクトでは、森林関連エコシステムの再生と維持をめざします。具体的には、    

害虫被害にあった森林の再生、政府の森林維持システムの強化、気候変動などの影響に    

耐えうる管理方法の策定などを行ない、持続可能な森林管理システムの構築をめざします。 

プロジェクトの詳細はこちらをご覧ください。 

＜このプロジェクトに対応するＳＤＧｓ＞ 

     

 

*上記プロジェクトは、事例のご紹介のみを目的としており、今回の米州開発銀行債券の資金

の活用を上記プロジェクトまたはその分野に限定するものではありません 

*米州開発銀行債券の発行により調達した資金は、特定のプロジェクトやプログラムへの融資

に直接割り当てられることはなく、米州開発銀行加盟国における全ての融資プロジェクトや

プログラムに対し均一に活用されます。米州開発銀行債券の元利金の支払いは、米州開発

銀行の信用力に基づき行なわれるため、投資家は個々の融資プロジェクトやプログラムの

リスクを負うことはありません 

https://www.iadb.org/en/project/PN-L1146
https://www.iadb.org/en/project/BL-L1028
https://www.iadb.org/en/project/HO-L1179

